
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

               

 

 

 

 

 9 月 21 日の「世界アルツハイマーデー」にちなみ、調布市では 9 月を「認知症サポート月間」としました。認知症の方の 6 割が在宅

生活を送る中、地域で暮らす認知症の方にさりげない支援の手が行き届く街づくりを目指しています。「認知症サポート月間」では、認知

症や認知症予防について学び、認知症当事者・家族・認知症支援者の声を聴き、認知症への理解を深め、認知症になっても暮らしやすい街

づくりについて考えるきっかけづくりを行っていきます。 
 

９月２１日の「世界アルツハイマーデー」にちなみ、調布市では９月を「認知症サポート月

間」とし，講演会等イベントを企画し，認知症や認知症予防について学び理解を深めまし

た。緊急事態宣言もあり，講演会等については延期もありましたが，認知症になっても暮

らしやすい街づくりについて考えるきっかけづくりとなりました。 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言で，イベントの中止や延期がありまし

たが，調布市として初めての認知症サポート月間を

行うことができました。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症  

サポーター 

たちがつながる

○わ をイメージし

て制作しま 

した。 

掲 

示 

物 

 

地域の 

認知症カ 

フェの場所

や内容の 

ご紹介  

 

認知症の 

人と家族の「空白

の期間」を満たされ

た期間にするための

冊子「もしも」を 

掲示  
 
絵本のような 

冊子でみやすい 

 

認知症  

クイズ 

基礎編  

応用編  

 

 

９月の認知症  

リポート月間中にオ

レンジリングをつける

など，サポートしてく

ださった皆様  

認知症サポート 

月間のご紹介とイベント 

内容の周知  

  

  

   

 
認知症に関する

書籍コーナー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


